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要旨	 

日本語母語話者が，英語の/l/-/r/の最小対語（minimal pair）を聴覚的に弁別する能力が相対的

に低いという事実は，言語教育の現場でよく認識されている（e.g., Goto, 1971; Miyawaki et al., 

1975; Guion et al., 2000）。しかしながら，日本語話者は「すべての/l/-/r/の対立が弁別しにくい」

わけではない。例えば，Yamasaki & Hallé（1999）と Ooigawa（2013）によると，日本語話者は

フランス語の/l/-/r/の弁別は困難ではないということが明らかになった。ほかにもロシア語・ス

ペイン語・イタリア語・アラビア語の流音について，日本語母語話者の知覚が調査され，英語

流音と異なる結果が報告されている（Smith & Kochetov, 2009, etc.）。また、本発表のパイロッ

ト実験として、Peng（2016）は語頭で現れる中国語/l/-/r/の知覚を調査して，日本語母語話者が

語頭位置の中国語/l/-/r/を高い正答率で弁別できた結果が得られた。 

以上の先行研究に基き，日本語母語話者において異なる音声環境に現れる中国語流音/l/-/r/の

知覚を検討するため，日本語母語話者である中国語非経験者（naïve speaker）22名を対象にし

て聴覚知覚実験（AXB弁別実験（参加者 11名）とカタカナ同化実験（参加者 11名））を行っ

た。音声環境は Peng（2016）と違い、語中（母音後・鼻音後・R音後）に現れる中国語/l/-/r/の

知覚を調査した（「R音」は中国語（特に北京語）の語尾で現れる/r/）。その結果，弁別実験で

は日本語母語話者がどの環境で現れた中国語/l/-/r/でも高い正答率で弁別できた。また，同化実

験の結果から日本語母語話者の中国語流音における日本語の音韻システムへの同化パターン

がわかった。中国語/l/はラ行子音として同化された。母音後・鼻音後の中国語/r/の同化は複雑

で範疇化不能（uncategorized）だと扱われたが、/r/は R音後で現れる場合，ほかの音声環境と

異なり，ラ行子音に同化される傾向を示した。 

総合すると，日本語母語話者は学習歴がないことにもかかわらず，中国語流音の対立/l/-/r/を

弁別できる。しかし，母語の音声範疇への同化は音声環境に影響されることが明らかになった。

特に R音（語尾位置の/r/）に後続する中国語流音の知覚は，ほかの音声環境と違う振る舞いを

示した。また，実験の結果に知覚的同化モデル（PAM, Best, 1995 etc.）を適用したところ，概

ねモデルの予測に沿う結果が得られた。 



 

図 1：[弁別実験の結果]	         図 2：[カタカナ同化実験の結果] 

 

図 3：[カタカナ実験で/r/の音声環境による結果] 
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